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田 中 芳 男田 中 芳 男
－「虫捕御用」の明治維新－「虫捕御用」の明治維新

2017.12.16 ㈯～
　　2018.2.25 ㈰
2017.12.16 ㈯～
　　2018.2.25 ㈰

平成29年度  冬季展平成29年度  冬季展

むしとり   ご  ようむしとり   ご  よう

田中芳男（飯田市美術博物館『博物館の父 田中芳男』より転載）

「虫捕御用」「虫捕御用」

パリへパリへ

田中芳男の明治維新田中芳男の明治維新

飯田生まれ飯田生まれ
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「古今珍物集覽 元昌平坂聖堂に於て」
（文部省博覧会錦絵  飯田市美術博物館蔵）

日本に博物館を日本に博物館を

銀製のスプーン＝「始まりと継続の象徴」銀製のスプーン＝「始まりと継続の象徴」

銀製スプーン（飯田市美術博物館蔵）
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【写真１】社宮司遺跡出土の下駄（長さ約23.5㎝）

「下駄」が出土する場所「下駄」が出土する場所
げ　 たげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ　　　　 たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたげ　 た

研究の窓研究の窓
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【参考文献】（各遺跡の発掘調査報告書は割愛）

【写真２】屋代遺跡群出土の小さな下駄

素掘井戸

遺跡名 出土した遺構の特徴 形状の特徴 報告書
刊行年時代・年代下駄の出土数

（　）内は部材等

【表１】 県立歴史館所蔵の下駄とみられる木製品（2017年10月1日現在）

中世

古代

古墳時代

中世～

中・近世

中・近世

中世（１点を除き
中世後期）

古代

近世・近世～

1997

1999

1999

2000

1999

1998

2006

2012

2000

1　　

6（  2）

10（  2）

4（  2）

2（  3）

6（24）

9（  1）

13（10）

52（44）

1　　

溝跡から出土

大半は溝跡から出土

全て湿地から出土

中世の井戸跡から
曲物とともに出土

平坦面から出土

１点を除いて同じ溝跡
から出土

浅川扇状地
遺跡群E9地点

井戸状の土坑から２点、
他は奈良～平安時代の
流路から出土

井戸から３点、溝跡から
１点、他は屋敷の平坦面

※点数は報告書非掲載資料を含む

石川条里遺跡

川田条里遺跡

屋代遺跡群

榎 田 遺 跡

松 原 遺 跡

前山田遺 跡

社宮司遺跡

東 條 遺 跡

合 計

連歯下駄と差歯下駄、判明した
前壷は全て中央

連歯下駄、前壷は中央

１点は左足用、２点は未完成

差歯下駄で前壷は中央

１点は左足用

判明した前壷は全て左右に偏っ
ている。小さなもの２点

前壷は明瞭に偏るもの３点、中央
が４点

はっきり確認できた前壷５点は全
て中央

踵部分の台に模様があるもの１
点、判明した前壷４例は全て中央
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以仁王の令旨と木曽義仲・覚明以仁王の令旨と木曽義仲・覚明研究の窓研究の窓
もち  ひと  おうもち  ひと  おう きき そそ よしよし なかなか かくかく めいめいりょう  じりょう  じ

願文を筆写する覚明（左） 願文を奉納する義仲（左）
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信州の人形浄瑠璃信州の人形浄瑠璃

吉田金吾が作った頭
（宮田村教育委員会蔵）

天狗久資料館
（徳島県徳島市国府町和田）
天狗久資料館
（徳島県徳島市国府町和田）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

0
0
8
0
0
0
10
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2
0
0
0
0
0
22

0
0
5
5
6
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
22

参考文献：『飯田市美術博物館調査報告書（１）伊那谷の人形芝居－
かしら目録台帳－』（飯田市美術博物館、1991年）、大田切については
『大田切人形と吉田金吾』（宮田村教育委員会、2005年）から作成。

「吉田金吾」と「天狗久」の墨書銘のある頭

人形座 地　域
「吉田金吾」
制作の頭

「天狗久」
制作の頭

上 伊 那 郡
上 伊 那 郡
上 伊 那 郡
上 伊 那 郡
上 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
下 伊 那 郡
諏  訪  郡
木  曽  郡
南 佐 久 郡

古 田
上 殿 島
大 田 切
本 郷
横 前
河 野
黒 田
今 田
野 池
桐 林
安 城 垣 外
上 川 路
伊 豆 木
伊豆木関坂
立 石
竹佐・丸山
金 野
早 稲 田
新 野
清 内 路
宮 川
　 蘭 　
親 沢
合 計
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講座・イベント

月1

月2

月12

　1～３
   9・15
22・29

休館日

月3
　1～5
12・19
22・26

休館日

　5・13
19・
26～28

休館日

　4・11
18・
25～31

休館日

行事アルバム

in箕輪

　10月12日に「佐久の新田・用水をめぐ
る」というテーマのもと、古文書探訪会
を実施しました。五郎兵衛記念館、五郎
兵衛用水取水口、新海三社神社、小諸市
御影用水史料館を見学しました。現地で
はゆかりの古文書を熟覧し、佐久の新田
開発を学ぶことができました。

　10月14日に「群馬・埼玉の巨大古墳を
訪ねる」をテーマに埼玉県行田市の埼玉
古墳群と群馬県高崎市の保渡田古墳群を
訪れました。長野県内の尾根上に築かれ
たものとは異なり、両古墳群ともに関東
平野の平らな土地に築かれた前方後円墳
です。その景観に参加者の皆さんは驚い
ていました。埼玉古墳群では国宝「金錯
銘鉄剣」や日本最大の直径105ｍの円墳
丸墓山古墳などを見学しました。保渡田
古墳群では八幡塚古墳に復元された埴輪
群像や壮大な舟形石棺などを見学しまし
た。

平成30年巡回展

冬季展

表紙の写真の解説

明治7年、博覧会事務局発行、武田昌次誌／服部
雪斎画、飯田市美術博物館蔵、半期のみ展示

『教草』のうち「澱粉一覧  上」
くず こ

さきたま

ほ　 と　 だ

田 中 芳 男

12/16㈯～2/25㈰

■講演会
12/16（土） 13時30分～
「田中芳男をめぐって
　　―伊那谷の人のつながり―」
　講師　笹本正治（当館館長）

■講演会
1/20（土）13時30分～
「近代日本の礎を築いた田中芳男」
　講師　櫻井弘人 氏
　　（飯田市美術博物館学芸係長）

■イベント
　2/4（日）
「神々の舞う里
　－南信濃の民俗芸能に触れよう」
　霜月祭り・雪まつりの記録映像上映
■講座
　2/10（土）13時30分～
「田中芳男
　－「虫捕御用」の明治維新」
　講師　青木隆幸（当館学芸部長）

『外国捃拾帖』
（東京大学総合図書館蔵）

北地之平果  南方之蜜柑
（飯田市美術博物館蔵）

長野県の遺跡発掘
2018

3/17㈯～6/3㈰

～「虫捕御用」の明治維新～
むし ご ようとり

古文書探訪会（10/12）

遺跡探訪会（10/14）

＊＊ ＊＊ 

＊＊ ＊＊ 

テーマ「信州と身分制社会」
12/3㈰ 13時～
講演「維新前後の身分をめぐる動向」
講師　斎藤洋一 氏
　　　（小諸市古文書調査室）

他に研究報告があります。

①12/9㈯ 13時30分～
「御牧ヶ原と塩田のため池
　―本州一の少雨地に田をつくる―」
　　　　　　　　　（畔上不二男）
「水を得る戦い―用水堰の開鑿―」
　　　　　　　　　（小野和英）
②12/23㈯ 13時30分～
「日本人の心に生きる『河童』」
　　　　　　　　　（溝口俊一）
「信州の川と利水・治水・親水」
　　　　　　　　　（市川　厚）
③1/６㈯ 13時30分～
「変わりゆく人里の植物たち
　　　　　～安曇野の水辺から～」
（松田貴子　安曇野市 新市立博物館準備室職員）
④1/13㈯ 13時30分～
「天竜川流域の信仰とその造形
　―諏訪大社神宮寺と知久氏を中心に―」
（織田顕行　飯田市美術博物館学芸員）

やさしい信濃の歴史講座in諏訪
会場：諏訪市図書館視聴覚ホール
１/27㈯ 13時30分～
「シナノから科野へ
　　　クニづくりの中の諏方
　―小丸山古墳出土資料ほか最新の発見資料から―」
　　　　　　　　　（西山克己）

⑤2/3㈯13時30分～
「川のある風景 ―広重《洗馬》をめぐって」
　　　　　　　　　（林　誠）
「器械製糸黎明期の歴史
　―水車の動力利用にかかわって―」
　　　　　　　　　（山田直志）
⑥2/17㈯ 13時30分～
「『屋代ムラ』
　その日その時、そして復旧・復興への道のり　
　―発掘調査からみた888年の大洪水とその後―」
　　　　　　　　　（寺内隆夫）
「旧石器時代のムラ
　―川辺のムラ、湿地を囲むムラ―」
　　　　　　　　　（大竹憲昭）

やさしい信濃の歴史講座in松本
会場：松本市立博物館
２/24㈯ 13時30分～
「伊那県と夜明け前」
　　　　　　　　　（青木隆幸）

⑦3/10㈯ 13時30分～
「果てなく黄色い花咲く丘で
　―長野県民の満州体験―」
　　　　　　　　　（青木隆幸）

近世史セミナー

やさしい信濃の歴史講座
「川と信州のあゆみ」


